ヒプノレスト

シナリオ：shinki

[1 - 注意事項]

注意事項です。この音声は成人向けの催眠音声です
聞いてる途中で眠ってしまっても周りに迷惑が掛からない状態でお聞き下さい
特に運転中のご視聴は大変危険ですのでお控え下さい

当作品の誘導部分では、椅子に座るパートと

ベッドに横になるパートが存在します

お好みの椅子、そして横になれるベッド、もしくは布団などを予めご用意下さい
また、椅子からベッドへ移る段階で催眠状態になっているため、

移動の際には足元にお気をつけください
この音声を聞いて生じた一切のトラブルについて当サークルでは責任を負いかねます
自己責任の範囲でお楽しみ下さい
それでは、本編を開始致します
[2 - 導入]
あら、いらっしゃい…
ほら、突っ立ってないで早く入ればいいじゃないですか…
入って来ないなら鍵掛けちゃいますよ

あ、そういえば私の部屋へ来るのは久しぶりでしたよね
今日はたっぷり癒してあげますから
覚悟してくださいね

そうそう、この部屋でのルールは覚えてますか？
あら、覚えてないなんていけない子ですね
仕方ない、復習も兼ねてもう一度説明してあげましょう

この部屋はとある昔、催眠術師が実験に使っていたと言われています
あなたはこの空間では眠りにつきやすい
何故かというと、この部屋の独特な匂いは眠気を誘発する効果を持っているからです
横になればすぐ眠くなってしまう
でも眠らないでください、それがルール
私はあなたの横で色々な言葉を浴びせます
これでもかというくらい眠くなるような言葉を
つまりは眠気との戦い
もしそれに耐えられたら、ご褒美が待ってますから
楽しみにしてください

それでは始めますよ、私の指示に従ってください
そこに椅子がありますね、座ってください
あと、このヘッドホンを付けてください
なんでこんなに近くにいるのにヘッドホンが必要なのか？

それはここも完全な密室ではなくて、外の騒音が少し聞こえてくることがあるからです
私の声は、その携帯プレーヤーを通して無線で聞くことができます
私の声だけを、集中して聞くことができます

さぁ、腰掛けてください

後ろから失礼…
あら、肩こってますね、働きすぎなんじゃないですか？
ちょっとマッサージしてあげますね
サービスですよ♡
モミモミ、あ、この辺りが特にこってる
モミモミ、モミモミ
ついでに叩いてみましょう
肩たたきしてあげます
とととととっと、よいしょっと
もう一回、ととととととっと…
なんですか？そのお婆ちゃんみたいな目は
くつろぎすぎててムカつきます、肩グリグリしちゃいますよ
ほれ、ほれほれ
うふふ、痛がってる…
調子乗るとそうなりますからね

肩もほぐれたところで一度両腕をぐるぐる回してみましょう
はい、ぐーるぐるっ

そう、今度は反対方向に…ぐーるぐるっ

次はお祈りをするような感じで両手を合わせてください
ひじは手から90度になるように
そのまま力を入れてみてください
腕と肩に力が入りますね
はい、リラックス
次は首の運動をしてみましょう。

首を前に倒して
後ろに倒して
次は右に…

反対の左に倒してください
最後に首をぐるっと回しますよ
まずは時計回りに一回
その次に逆にぐるっと回して…
はい、これで上半身はほぐれたはずです
それじゃあ今からあなたの頭を落ち着かせてみます
まず背筋から首をまっすぐにして、目を閉じてください
安心して、私が後ろから頭をおさえて誘導してあげますから…

腰を軸にして、首は曲げずにそのまま直立した状態にして下さい
私の手の動きに合わせて円を描くように動きます
さっきほど首を倒さずに体がまっすぐなまま回していきます

そう、遠心力に任せるように

上半身全体を倒しながら、ゆっくり回していきます
前へ…右へ…後ろへ…左へ

ゆっくりと…ぐーるぐる…ぐーるぐる…

そう、私の手の動きの通りにしてればいいんです
こうやって回していると頭がぼーっとしてきます
あなたの頭の中は真っ白…

今度は逆方向に回しましょう

遠心力に任せるように前へ…左へ…後ろへ…右へ

ぐるぐる回しているうちに、だんだん色んな色の景色が見えてきます

見えてきましたか？秋の紅葉の景色が…

ほら、真っ赤に染まった木々があなたの心を落ち着かせます
また逆方向に回します。前へ…右へ…後ろへ…左へ

日が暮れて、夕焼けの光が景色をオレンジ色へ変えていきます
綺麗ですね、自然の美しさはこの世の宝ですから
今度は砂漠が見えてきましたよ、周りは黄色に染まってます
気温は暑い。喉が渇いて水が飲みたい、飲みたいですよね？

さぁ、逆方向に回しましょう

遠心力に任せるように前へ…左へ…後ろへ…右へ
景色は緑に変化します。そう、ここは森の中
空気が美味しい。生き物が住むにふさわしい場所
あ、近くに池がありますね、喉を潤すといいですよ
覗き込むと見える透き通った綺麗な水。大丈夫、飲んでみてください
ほら、水がおいしい
そして見てください
日の光が木の葉のすき間から降り注ぐように地面まで届いてる

あなたは落ち着いている
心の目を閉じてください
真っ暗になりましたね、じゃあ心の目を開いてください
景色が変わって今度は夜になりました
あら、なにやら波の音がしますよ
行ってみましょう
ほら、一面に拡がる蒼い海、綺麗ですね
月の光がやさしく海を輝かせています
なんてロマンチックなんでしょう

ここで上半身を回すのを止めてください

ここからさらに集中しましょうね
夜はどんどん暗くなっていきます
時間は過ぎて、ほんの少し光が差した時、周りは紫色に染まっています

あなたはこのまま眠くなる
意識がどんどん遠のいていく

眠りたいですよね、椅子に座ったままじゃぎこちない
じゃあ横になる準備をしましょう
何故準備が必要かというと、せっかくこんなに落ち着けたのに
今やみくもに動いてしまうと催眠状態が解けてしまいます
だから身体にこの状態を覚えさせて、ベッドに移っている最中も催眠状態を維持させます
いいですか？
暗示で今の催眠状態を身体に記憶させますよ
記憶させる場所は左手、
親指と人差し指をくっつけてください
そう、OKサインのような形です

そして私の言葉を繰り返してください
「あなたは親指と人差し指を合わせている時、催眠状態になる」

はい、もう一度。
「あなたは親指と人差し指を合わせている時、催眠状態になる」

よし、いいですよ
親指と人差し指を合わせてオーの形を作ったまま、あっちのベッドに移ってください
ほら、目を開けてもいいですから
さっきの暗示がある限り、あなたは催眠状態を維持できます

あれ、ちょっとふらふらしてる。ベッドはそっちですよ。ほら、私の手を握って

（5秒の空白）


横になりましたね、それじゃあ目を閉じてください。左手のOKサインは解いてもいいですよ、普通にしててください

さっきは上半身をリラックスさせましたね、今度は下半身をリラックスさせましょう

太ももから下に力を入れてください
そう、つま先まで満遍なくです
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はい、リラックスして

体全体の力が抜けていく
何かを吸い取られるみたいに
あなたは眠りの世界へいざなわれる
安らかな時間。保証された安眠
あなたはどんどん眠くなっていく
もう力が出ない。意識も体も空っぽの空洞のようになる

目の前は真っ暗
私の声は聞こえているけど、もう聞こえなくなるかもしれない

今から数字を数えます
100からゼロまでゆっくりと
その間、あなたは眠気に耐えられるでしょうか
もし耐えたら、うふふ♡ご褒美あげちゃいます

数えてる間、時々目線を左斜め上に持っていってみてください
目に軽いけいれんが起こると思いますけど
それは脳波を下げる効果があるので覚えておいてくださいね

それではカウントダウンを始めます
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（10秒の空白）
[3 – ご褒美]

あれ？まだ寝てないんですか？
もう、しょうがないですね、約束通りご褒美に気持いいことをしてあげましょう♡
まず心の目を閉じて下さい。

何をするのかって？

うふふ、それは後のお楽しみ♡
ほら、そのまま頭の中を真っ白にしてください

そこには私がいます

あなたの想像する私は裸です

何も着ていない

想像できましたか？

流れるような曲線美

くびれた腰

やわらかな胸の膨らみ

紅い唇

女らしい鋭い目

そしていやらしいおまんこ♡
あなたがさっきまで見ていた少女は

あなたの目の前で無防備な姿をさらしています

心の目を開けて下さい

あなたが想像した通りのものが目の前にあります
ほら、見てください

あなたの目の前で可愛らしいおまんこが汁を垂らしています

私はあなたの顔の上に馬乗りになって、

あなたの顔にねばねばした液体を垂らしています

舐めとってください、早く♡
遠慮せずに。

ほら、あなたの思うがままに私のおまんこを舐めて下さい

ぺろぺろとその舌で舐めとってください

あなたのいやらしい舌で奥の方まで舐め回して下さい

見えますか？クリトリスが…

そこをもっと刺激してください

あなたがうまく私のことを気持ちよくできたら

さらにご褒美をあげちゃいますよ

ほら、私の体もあなたの刺激にあわせて火照ってきてしまいました

ねぇ、ちょっとだけ抱きしめていいですか？

うふふ♡、答えなくても抱きしめちゃいますからね
そう簡単には離しませんよ？

ほら、私の胸があなたの顔に当たっている

んふふ、かわいらしいですね、幸せそうな表情をするものですね
そんなに気持ちいいんですか？

おっぱいも吸っていいんですよ

乳首をもっと舐めまわして…
あなたは私の乳首を舐め回すことがおいしいと感じている
口の中が甘くておいしいでしょ？

あなたはお酒を飲んだかのように体がどんどん気持ちよくなっていく

おっぱいの優しさで体が幸福感に満ちあふれていく
あなたのお尻を触ってあげます

私の細い手があなたのお尻をなぞってる

触れてるか触れてないかギリギリのところを柔らかくなぞってゆく

あなたはこの快感を楽しんでいる

あなたの肛門を触っています

撫でられて気持ちいい

ほら、ほらほら。

今度は指を入れられて気持ちいい

あなたの快感は指を入れるたびに増していく

お尻の次はここですね

なんて卑猥な形なんでしょう

あなたのおちんちんを私の小さな手で包み込んであげます

おや、私の手では小さなすぎるのでしょうか

おちんちんが私の手の隙間からはみ出ています

でも緊張していますね

焦らないで下さい

優しく、柔らかく、少しずつ気持ちよくしてあげますから

あなたのおちんちんの玉が入っている袋、
まるで生き物のように動いてますよ

本当にいやらしいですね

ここで精子が作られているんでしょう？
もみもみしてあげますから

もみもみ、もみもみ♡
竿の部分もこんなに硬くしちゃって、嫌らしいおちんちんですね♡
おちんちんから何か出てきてますよ？

気持ちよくなりたいんですよね

いいですよ

天国に導くように私があなたを絶頂の空へ連れてってあげます

男の子は精液を出す時、とても気持ちいいんですよね

射精の感じは私にはわからないけれど

絶頂ならわかります

それと、そこに行き着くまでのプロセスが気持ちいい

射精する間際も心地良いのでしょう

性欲旺盛なあなたには私の裸をこれでもかというくらい近付けて、
おちんちんの餌にして可愛がってあげますから

ほら、私のやわらかい胸があなたのおちんちんを包み込んでる

うふふ♡かわいいですよ
おちんちんを勃起させて興奮してますね
女体が密着して、まるで一つになったみたい

そう、心地良さを共有しているんです
あなたのおちんちんがビクビクして、敏感になってくる

私の体はあなたのおちんちんをこすって刺激している
我慢できないですよね

気持ち良いですよね

あなたはひたすら私のことだけ考えればいい

私の体はおかず

美味しくて、柔らかくて

エロくて、気持ちいいおかずですよ

あなたは私の体を堪能しながら私の声に身を任せる

私が数字を数えるとあなたはどんどん気持ちよくなる

数字がゼロになるとあなたは射精してしまう

気持ち良さを抑えられず射精してしまう。

精液、早く私にちょうだい♡
このエッチな体にたくさんかけて♡
30から数えるから

タイミング良く射精してください

[4 – カウントダウン]
30 あなたは私のおっぱいの柔らかさを味わっている

29 あなたの体を私はさっきからキスしつづけている。

這い回るように舌を出しながらペロペロとペロペロと

味わうようにあなたの体を貪っている

28 あなたは私の可愛い顔を見てこう思っている
かわいい顔にかけたい

いっぱい出したい、射精したい

精液だらけになった顔が見てみたい

27 私はあなたによだれを垂らす
まるでローションのように私のよだれはあなたの体をまんべんなく潤す

女の子の香り

優しい香り

えっちな香り

女の子の成分があなたの体をもっともっと気持ち良くする

26 あなたの勃起したおちんちんは私の手でこねこねされている

私のよだれがローションのようになって、表面がつるつるになっている

25 私のおまたを擦り付けられて、あなたのおちんちんは喜んでいる

いっぱいにゅるにゅるして気持ち良くなっている
24 あなたは私のエッチな体に魅了されている
ずっと愛していたい、そう思ってしまう
ずっと舐めていたい
ずっとおっぱいにしゃぶりついていたい
そんな変態な考えをあなたは持ってしまう

23 あなたの後ろにわたしは回る
おっぱいを擦り付けて上下に動く
気持ちいい、女の子に密着されて気持ちいい
あなたは我慢できずに私を抱きしめる
振り向いたあなたはまるで獣のようにおっぱいに吸い付いてくる
ぺろぺろと舐めまわして、乳首を少しかじって私をいじめる
22 あなたは勃起したおちんちんを私のお腹に押し付けて
あなたのおちんちんから出るべとべとしたもの私の体になすりつける

21 あなたが私に問いかける
おちんちんは好きですか？
私は答える
あなたのおちんちんが世界で一番大好き♡
性欲の対象となっていた女体がだんだんかけがえのない存在になってくる

20 あなたは私のことを彼女のように可愛く思えてくる
髪を撫でて、頬をチューしてまるで恋人気分

19 あなたは私のクリトリスを指でなでる
私は溜息をつくようにその気持ち良さに身を任せる
あなたに撫でられるのは気持ちいい
もっと感じたい、もっとあなたに愛されたい
私の感情をあなたは読み取る。
男と女、少しずれているセックスの価値観。
あなたは肉欲、私は心の癒しを求める
ただ、あなたは私を見ていると、段々女性側の考え方を理解する
憶えていますか？
あなたも昔は父親や母親に愛されていた時の心地良さを…
生活の身近な所でも、例えばペットを撫でる時、動物は気持ちいい顔をする。
その感覚をセックスに結びつけることができればあなたは少し理解することが出来ます
ネコを撫でるようにあなたは愛撫を繰り返す
優しく包み込むようにあなたは女を抱きしめる
18 ここであなたは私とじゃれあう
私のお尻にあなたのお尻を押し付けて押しくらまんじゅうをしたり、
私の顔を見て微笑む。私も微笑み返す
17 でもやっぱりあなたは男の子。性欲には勝てない
あなたの股間はオーバーヒート
女体を前にして象が吠えるようにあなたはおちんちんを私に押し付ける
私も我慢できなくなって、よだれを垂らしながら
あなたの勃起した硬いおちんちんを咥える

女の子の口の中は滑らか。よだれが潤滑油の役割をして
あなたのおちんちんは今にもとろけそう

16 あなたは私の唇に挟まった自分の股間を見て更に興奮する
ねっとり、べっとりした私のフェラチオであなたは気持ち良くなっていく

ペロペロと、レロレロとあなたの精液を吸い出すかの如く私の愛撫は続く

時々竿を根元から辿るように舐めていく

私の視線はあなたに向けてアピールするようにとろっとした目つきをする
私の舌があなたの先端を刺激すると、あなたのおちんちんはビクンとする
そこをすかさず、私はおちんちんをまるごと頬張る

のどの奥まで届いたら、しばらくそのまま鼻で息をする

15 苦しそうな私を見てあなたは私の頭をなでる

あんまり無理しなくていいよと言っているように

それを見ると私は逆に燃えてしまう

あなたをもっと気持ちよくしたい、そう考えてしまう

あなたのおちんちんを舐めて、舐めて、舐め回して…

元気よく腫れ上がったおちんちんの血管を触るとドクンドクンと脈打っている

14 あなたは我慢できなくなって私におねだりする

入れたい、私の中で射精したい
私のおまんこにおちんちんを差し込んで、

前後にこすってザーメンを出し尽くしたい

私はそれを受け入れる

でも条件がある。中で少し出した後、私の顔にもぶっかけること

私の顔をザーメンまみれにすること

そう、大量の精液が必要になる

13 あなたは横になぜか置いてあった栄養ドリンクを飲み始める

ラベルにはこう書いてある

「寝不足の時に飲むと血流を促進して頭が冴えてきます」と

あなたはこう考えた

眠い時に血流が増すとおちんちんが更に勃起する

栄養ドリンクを飲み終えるとあなたの性欲は倍増した

14　そしてあなたは私の中に入ってくる

少女のおまんこにあなたの硬いものが入ってくる

コンドームなんてしていない、ナマの感触

愛する人と結ばれる感触

私はこみ上げる快感とあなたの衝動に身を任せる

野獣のようにあなたは腰を振る

私の股間からは愛液が飛び散る

足は大きく開かれ、喘ぎ声は部屋の中で反響する

13あなたが腰を振るたびに女は刺激を堪えるように喘ぐ

12 腰の動きは加速して
あなたは私の体を舐め回す
時々キスをして私の口をふさぐ
私も思わずあなたの背中に手を回して
両足もあなたの腰に巻き付くようにしがみつく

11 あなたは私から離れられない
そして私もあなたから離れられない
一心同体になって二人は気持ちよさを共有している

10 あなたは今の体位に少し飽きて、私にうつぶせになるようにお願いする
うつ伏せになった私はくねくねと腰を振る
あなたのおちんちんを待っている
あなたは後から私に入ってくる
まるで犬のようにあなたは腰を振る
わたしは枕にしがみついて必死にこらえて、気持ちよさに耐えている
絶頂のギリギリまで私を快楽のどん底へ導いていく
あなたは腰を振る
振って振って振りまくる
時々前後に振るのをやめて
円を描くように私のおまんこの中をグリグリと漁る

9 あなたは後ろから私の両腕をつかんで私の上半身が宙に浮いたままピストンを続ける
身体の角度が少し辛いと私がつぶやいたら、
あなたはやさしく私を包み込んで
私はあなたの胸にリクライニングするように包み込まれる
ついでにあなたはおっぱいを揉みながら私の首筋にキスをする
私は何故か腰を自ら振ってしまう
どんどんエスカレートしていくセックスは、あなたの性欲を満たすために続く
私が上になりたいとつぶやくとあなたは仰向けになって
私の腰を自分へ寄せる
腰の動きを止められない私は、
あなたの意志とは関係なく上下に、時には前後に動く
おまんこにおちんちんを差したままくねくねと繰り返す
あなたの気持ち良さそうな顔を見ると私はゾクゾクする
あなたを支配していじめたくなる
思い通りにしたくなる
私が腰の動きを止める
あなたは「なんで」とつぶやく
我慢できないあなたは自ら腰を振って
私に動くように急かす
その物欲しそうな顔が堪らない
でもあなたが、絶頂が近いことを宣言すると
私は我に返る

8 局部を繋いだまま姿勢を変える
私はまた仰向けになってあなたが私の上に乗る
あなたは私のおまんこからおちんちんを一度抜いて
おちんちんの先っぽでクリトリスを刺激する
喘ぐ私にあなたは問いかける
こういうのがいいんだろうって
私はムキになって反発しようとするけど
でもそれとは裏腹に私の口からは「入れて」という言葉が出てくる
（ここからは息を荒くしながら読みあげて下さい。）

7あなたは大きな肉棒を少女のとろけるおまんこに滑りこませて

快感の渦に振り回されるように腰を振る

私は喘ぎ、あなたは射精を我慢するように強張った表情を見せる。

おちんちんが出たり入ったり
6甘いお汁が垂れて、挿入される度にじゅぷじゅぷといやらしい音を立てる

私はあなたのペースに飲まれて、あなたは我を失っている

ピストンが止まらない。快感が溢れ出してくる

5 そう、もうすぐ来る。射精の瞬間が近づいてくる

射精したい。気持よく中出ししたい

あなたは動物としての本能のまま、おちんちんをおまんこの奥そこまで突き続けている

ほら、段々おまんこの中が水浸しになっていく

4 早くイッてしまいなさい、私ももうすぐイクから
私のおまんこで気持ちよく射精して、
最後に私の顔をあなたの精液で塗りつぶしてしまいなさい

ザーメンまみれになった私は、幸せそうな顔でピースサインしてあげるから
ほらっ、もっと激しく、もっとワイルドに！

私の穴に精液を注ぎ込んでしまいなさい

私が壊れてしまいそうなくらい強欲に、

喘ぎ声がうるさかったらキスで口を塞いでいいから！
3 あと少しです。あなたの中でエッチな快感がマックスになって
私のおっぱい、私の唇、私のおまんこ、私のスベスベな素足、私のムチムチした太もも、私の透き通るような肌、私のうるうるした目、私のしなやかな髪の毛、
全てあなたのものにしてください。欲望を爆発させてください

2 あなたは今日は特別。さっきの栄養ドリンクのおかげで精液がいつもの3倍でてしまう！

ほら、出てくる！エッチで濃厚な白い液体が出てくる！

いっぱい！沢山、ネバネバしたエッチなザーメンが溢れてきます！

私の中でねっとり、べっとり…膣の中にへばりついて、当分あなたの精子は私にくっついたままです！

ほらぁ、まだ出てる…ミルクみたいに、沢山あふれてますよぉ

私の膣の奥まで射精して、妊娠させようと必死になって、

私のおまんこから離れようとしない
1 約束覚えてます？ほら、まだ射精が止まらないうちに！早く私の顔にもぶっかけてください！

あ、あぁ♡あったかい♡私の顔、あなたのザーメンで前が見えません！

もっと、もっと溢れてくる！白くて濃くて苦くて臭いあなたのザーメンが！

0 私の口の中に入ってくる、少し発射する角度を変えて私の目に、鼻に、べっとりと

私を塗りつぶしていく！

はぁ…はぁ…

髪の毛にも付いてしまいましたよ
ほら、べっとりといやらしく私のあごから垂れています

はぁ…はぁ…

こぼさないように私はあなたの精液を舐めています
あぁ♡おいしい♡

はぁ…はぁ…

私のおまんこもひくひくいってる…
体全体がザーメンだらけになってます

いっぱい中出しされて、いっぱいぶっかけられて

私のご褒美いかがでしたか？気持よかったですか？
あなたが満足できたなら嬉しいです
また、機会があれば遊びに来てくださいね♡
[5 - 解除]

それでは、今から催眠を解除します
10 ゆっくりと、リラックスしていた体に力がみなぎってくる
9 次第に意識が戻ってくる
8 深呼吸をすると脳裏に浮かんでいたイメージが消えていく
7 あなたは自分が今どこにいるかを思い出す
6 心拍数がどんどん平常値まで上昇していく
5 目を開けると視界が鮮明になる

ここで手足を伸ばして体に刺激を与えて下さい
ほら、体中の血の流れが良くなっていく
4 だんだん、目の前がはっきりしてくる
3 頭がスッキリしてくる
2 上半身を起こして、自分の体の感触を確かめて下さい。
1 立ち上がりましょう
あなたは完全に元にいた場所へ戻って来ました
お疲れ様です、またよかったら遊びに来てくださいね♡
